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最初に
助手医師と夏目の対話 
─なぜ、今「メンタル・キーワード療法」なのか

本コンテンツの設定は、開業医で女性医師の青山沙紀さん（30代）が、
初めてメンタル・キーワード療法を実践しようとしているところ
です。

彼女は私・夏目のもとに研修に来たときから「助手医師」と自称
していましたので、そうさせてもらいます。

2人の対話を通して、療法のポイントをわかりやすく説明します。この
ような2人の対話方式は『職場不適応のサイン』（南山堂）で用い、好評でし
た。以下のプロセスやメンタル・キーワード療法は、本コンテンツで学べ
ばできるようになります。

助手医師：なぜ、今「メンタル・キーワード療法」なのでしょうか？
夏目医師：よく知られている「カウンセリング」は、精神医学では「系統的
精神療法」と言います。治療者とともに、サポートや問いかけを受けなが

ら、自己を振り返り、向き合い、考え、課題に対応していくものです。

助手医師：私も学生時代に勉強しました。
夏目医師：でも、この療法は精神科医や心療内科医、公認・臨床心理師な
どが行う専門的な療法です。

助手医師：知識と経験が要るんですね。
夏目医師：そうです。かつ、時間とお金が要ります。
助手医師：専門家がいるんですね。私たちでは、難しいですね。

実地医家が使える
助手医師：内科診療でもストレスを抱え、悩んでいる患者さんと大勢出会
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います。対応したら軽快すると思い、様々な治療をしていますが、学問的

裏付けが少なくって。これでよいのかなあ、と考え込んだり。

夏目医師：精神療法には系統的精神療法と、治療者が「あなたは、こうした
ほうがよいですよ」と指示する指示的精神療法の2つがあります。一般臨床

家は指示的で、短時間で行える簡単な精神療法が向いています。

助手医師：指示する場合と、指示しない方法の2つあるんですね。

「指示的精神療法」を望む人が増加
夏目医師：いま、指示的精神療法のニーズが高いのです。
助手医師：理由は何でしょうか？
夏目医師：ストレスに直面した場合、悩みながら自分で対処する人が減っ
ています。世界的傾向のようです。

助手医師：減っているのですね。
夏目医師：そうです。私の印象では3分の1くらいに減少しています。一

方、方向性や答えを自分で出すのでなく、治療者を求める人が増加してい

ます。

助手医師：そこで有効なのが「メンタル・キーワード療法」なんですね。

現代版「ムントテラピー」です
夏目医師：私が考案し、webコンテンツにした理由です。しかも、医師に

は昔から「ムントテラピー」という簡易精神療法がありました。数分で、患

者さんに、「こうすれば、あなたはうまく対処できます」と示唆する治療法

です。医師が指示する方法ですよ。

助手医師：ムントテラピー、懐かしいです。内科医の祖父が使っていて、
患者さんがホッとした顔になっていました。

夏目医師：昔からのムントテラピーを現代風に、端的な言葉を使って行う
ものです。
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第1章
1. 本コンテンツの構成と活用法

最初に提示事例の概略です
アンダーラインをつけた箇所に、メンタル・キーワード療法が必要な状
態を示しています。

事例1　25歳、木倉太郎さんは提出書類が遅れがち

木倉さん（仮名）は肩こりと頭痛で悩んでいます。思いきって青山内科を

受診しました。脳に関してはCTスキャンなどの検査を受けましたが、異

常所見はありません。慢性の肩こりには、ストレッチを勧められました。

飲みグスリとして鎮痛薬と筋弛緩薬を処方され、1日1回、夕方に服用

しています。症状はある程度軽快したのですが、頭痛は続きます。

助手医師は、ストレスが関与していると考え、時間があるときに、彼か

ら話を聞きました。上司から渡された書類の提出が遅れがちです。注意

を受けるのが他の同僚に比べ多いようです。

メンタル・キーワード療法の説明、および活用度と難易度の紹介

活用度 難易度

A…多い A…やさしい

B…中くらい B…中くらい

C…少ない C…難しい

メンタル・キーワード 活用度B 難易度B

優先順位⇒与えられた業務の1位と2位ができ
れば8割できたことになる！（パレートの法則）

8割できたことになる！

仕事のコツは、優先順位をつけることです

© 日本医事新報社 2020  著作権法上での例外を除き、無断複製・転載は禁じられています。
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ケースにおけるメンタル・キーワード療法の実際
医師と患者さんとのやりとりを、対話形式で紹介します。

助手医師：症状は良くなっていますが、3割がた残っています。何か気にな

ることがあるからでしょう。

木倉さん：与えられた仕事をミスなく提出しよう思うと、時間がかかります。
助手医師：すべての仕事を同じようにしているからでしょうね。与えられ
た仕事の優先順位（重要度）をつけることから始まりますよ。  

最近、仕事の提出が遅れがちとのことですが、何か気になることがあるの

ですか？

木倉さん：与えられた仕事をミスなく出さなければと思い、何度も何度も
確認し……

まとめ
まとめを「マコトの一言」で示しました。

仕事が能率よくでき
ない。
つい提出期限が遅れ
がちに

優先順位が大事
1と2位ができれば、
8割はできたも同じ
上司や先輩に聞く、
後は情報と経験で

キーワードの説明方法
主治医は1～5の順にケースに説明をすればOKです。

1 . 提出書類のすべてを、きっちりしようと思えば時間が足りません。

2 . 重要度の順位をつけてください。

3 . わからなければ、上司や先輩に聞いてほしいです。

4 . 順位の1、2位はしっかり行ってください。

5 . 1～3位がそれなりにできれば、残りはザックリで構いません。
© 日本医事新報社 2020  著作権法上での例外を除き、無断複製・転載は禁じられています。
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2. メンタル・キーワード療法導入前にすべき点

1） どのケースを対象にしたらよいでしょうか

◉助手医師との対話から

夏目医師：私のところで実習後に、メンタル・キーワード療法を実践して
いるようですが、どうでしょうか？

助手医師：初めてなので。実際、どのような患者さんが対象になるかがわ
からないのが戸惑いの第一歩です。

夏目医師：わかります。戸惑いますね。（真面目な顔で）荷物はモテない、女
性にもモテないマコマコ医師が答えます。

助手医師：（笑いながら）マコマコ先生。親しみやすいニックネームですね。
◉風邪などの感染症は対象にならないと思いましたが……。

夏目医師：感染症は違う。対象を難しく考える必要はありません。多少な
りとも「人間関係」ができている患者さんであれば。

「人間関係」とは雑談が言える間柄！
助手医師：「人間関係」って、よく使いますが……漠然としていて、わかる
ような、わからないような？？

夏目医師：なるほど、なるほど。「人間関係」って、難しい言葉かもしれま
せん。わかりやすく言えば、挨拶に始まり、声掛け、雑談ができる間柄。

取りとめのない雑談ができる関係でしょう。

助手医師：そうか！ 雑談ができる、言える間柄ね。

夏目医師：そうそう。雑談ができる関係になれれば、メンタル・キーワー
ド療法ができますよ。ザックリ言えば、「雑談を1分、療法を3～4分」かな。

助手医師：雑談から導入ですね。

© 日本医事新報社 2020  著作権法上での例外を除き、無断複製・転載は禁じられています。



6

雑談が言える仲、馴染みのケースから
夏目医師：そうそう。開業医の先生は、馴染みの患者さんが多いでしょう。
導入しやすいですよ。

助手医師：話しやすいのは馴染みの患者さんです。
夏目医師：最初は、そこから始めましょう。家族背景などもわかっていま
すから。いきなり初診のケースに、「ストレスがありますか？ どのような

ストレスが？」では、患者さんも戸惑うでしょう。馴染みだが、症状が軽

快しにくい人に。

助手医師：先生、ではまず、馴染みで症状が慢性化しているケースから始め
ます。

どのケースにメンタル・
キーワード療法を行う
かがピンと来ない。
ストレスがある人？

ケースと雑談できる
間柄になってから、 
ストレスがある人に
行います

2）性格や行動パターンを知り、わかりやすい言葉で働きかけ
ましょう

夏目医師：雑談ができれば、次は患者さんの性格を知ることです。性格を
正確に言うのは難しい……。

助手医師：最初からダジャレですか（笑）。先生、それは、滑りますよ。
夏目医師：（笑いながら）滑るのが私の人生か？……では本題に。性格は主
治医にもケースにも、わかる言葉でないといけませんよ。
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